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海
　
外
　
通
　
信

　
　
　
　
パ
サ
デ
ナ
よ
り

中
村
君

　
今
、
八
月
二
十
六
日
の
午
前
二
時
牛
で
す
。
月
蝕

の
最
中
で
す
。
窓
炬
開
け
て
、
双
眼
鏡
で
今
ま
で
月

の
か
け
て
行
く
の
た
妻
ご
共
ピ
眺
あ
て
み
ま
し
六
〇

そ
れ
か
ら
「
天
界
」
か
開
い
て
、
今
頃
、
日
本
匡
午
後

の
七
．
時
牛
で
、
京
都
で
は
如
意
ケ
嶽
の
上
に
か
け
て

み
ろ
月
為
君
蓬
は
今
観
測
し
て
ゐ
ら
れ
う
だ
ら
う
ε

想
像
t
て
る
ま
す
。

　
・
．
、
の
パ
サ
デ
ナ
に
清
い
て
以
來
、
す
っ
か
り
僕
に

ゆ
　
タ
　
リ
　
リ
　
リ

な
ま
け
も
の
に
な
っ
て
了
ひ
ま
し
糞
O
ぜ
言
っ
て
、

剃
に
間
違
つ
穴
こ
ビ
ば
し
て
み
な
い
つ
も
り
で
す

が
、
御
承
知
の
通
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
下
墓
1
1
築

生
人
が
バ
サ
デ
ナ
の
市
の
中
に
住
居
し
、
順
番
が
ま

は
っ
て
薫
れ
ば
丈
長
の
山
の
上
へ
二
心
に
行
く
ミ
い

ふ
だ
け
で
、
市
中
に
に
望
蓮
鏡
民
一
つ
も
あ
り
ま
ぜ

ん
。
、
そ
れ
に
僕
は
、
、
こ
』
で
に
夜
の
天
禮
麹
測
匡
や

ら
す
に
、
深
間
、
天
文
蔓
本
部
の
研
究
室
で
太
陽
の

爲
虞
の
調
査
た
や
ろ
・
ぎ
に
な
り
濾
し
六
の
で
、
從

っ
て
、
毎
日
の
僕
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
朝
九
暗
に
ナ

ブ
イ
ス
へ
畠
勤
、
午
後
四
通
退
廃
オ
い
ふ
わ
け
で
、

窪
く
、
．
菩
通
の
役
所
の
腰
辮
生
活
な
の
で
す
。
．
日
本

に
居
る
ピ
番
、
も
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
仁
居
る
定
き
も
、
こ

ん
菰
生
活
ほ
し
れ
こ
ぜ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
に
、

書
ぱ
む
し
ろ
禦
ン
．
ヤ
リ
で
、
日
が
暮
れ
か
」
る
ぜ
本

職
に
取
り
か
、
つ
六
も
の
で
す
。
距
頃
に
全
く
新
生

陵
辱
御
か
げ
で
、
オ
フ
ィ
ス
潜
退
い
て
節
る
時

の
。
「
ヤ
ソ
ー
一
日
、
0
仕
一
畢
が
す
ん
だ
［
Q
宅
へ
一
風
っ

て
休
ま
う
か
」
ぜ
い
っ
た
↑
や
う
な
凡
人
の
撫
職
分
た
映
…

つ
て
ゐ
ま
す
。
；
僕
も
、
愛
れ
ば
攣
る
も
の
で
ぜ
う
。

　
今
晩
の
月
蝕
だ
つ
《
、
ぜ
に
か
ぐ
蕗
ん
な
事
件
潜

疲
室
り
窓
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
眺
め
て
ゐ
．
る
な
ご
ピ

い
ふ
ご
亡
1
1
、
天
球
家
こ
し
て
に
怪
し
か
ら
ぬ
・
ミ

で
．
す
。
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
で
も
居
る
の
な
ら
ば
、
な
ぐ

ら
れ
る
か
も
無
れ
ま
せ
ん
。
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
が
坐

告
て
る
れ
げ
『
今
晩
な
ご
匡
、
．
や
に
り
、
ブ
ル
ー
ス

鏡
で
、
い
ろ
一
目
白
い
爲
眞
観
測
だ
や
っ
て
ゐ
ら

れ
る
の
だ
ら
う
に
ε
思
ひ
衷
す
。

　
．
僕
も
、
九
月
申
旬
、
乱
心
リ
ナ
島
か
ら
蹄
つ
衷
．
な

ら
ば
、
山
の
上
に
も
暫
く
電
ま
り
込
ん
で
大
き
な
反

射
鏡
た
使
う
て
三
六
い
亡
思
っ
て
ゐ
ま
す
。

　
さ
よ
な
ら
。
．

　
一
九
二
三
、
入
、
二
六
Q

　
　
．
パ
サ
デ
ナ
の
宿
の
日
工
に
て
　
山
本
一
溝

　
　
　
　
バ
ず
デ
ナ
よ
り

上
田
檬

　
昨
夜
、
ま
六
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
ハ
”
ウ
ド
に

居
逸
す
る
日
本
人
た
ち
に
天
文
講
演
を
し
ま
し
た
。

来
國
へ
來
て
か
ら
疑
れ
が
入
量
目
の
講
演
で
、
殊
に

雌
の
節
ば
毎
遇
「
．
画
で
ぢ
み
な
割
合
に
な
っ
て
ゐ
ま

す
。
昨
夜
の
集
會
に
納
画
名
の
集
り
手
で
、
流
石
に

ア
メ
リ
カ
の
人
々
だ
け
に
、
㌦
十
重
二
十
哩
ε
遠
方
か

ら
や
っ
て
來
実
人
も
あ
り
、
．
多
く
に
自
用
の
オ
ー
ト

モ
ビ
か
で
來
穴
の
で
す
。
日
本
内
地
の
今
日
の
有
様

な
ら
ば
、
．
學
術
講
演
會
り
揚
外
に
膚
筆
立
な
二
十
肇

も
正
め
て
置
く
な
ご
に
思
ひ
も
よ
ら
な
い
・
．
…
で
ぜ

う
。
一
ま
糞
鳶
旧
本
々
國
の
伺
胞
た
ち
が
今
田
に

天
丈
の
や
う
な
純
理
學
酌
な
も
の
に
非
常
な
興
味
な

起
し
て
來
六
こ
電
た
、
私
に
知
っ
て
ゐ
豪
す
が
、
塵

地
に
住
む
日
本
・
妊
れ
ち
ば
、
御
承
知
の
通
り
弊
働
者

二
四

な
ご
が
多
く
て
、
亭
素
は
非
常
菰
携
日
の
空
氣
の
中

に
不
・
安
心
な
生
活
た
綾
け
て
る
ろ
人
々
で
す
。
し
か

る
に
此
ギ
γ
し
れ
人
々
に
も
、
や
に
9
1
、
「
天
丈
の
話
潜

き
レ
て
見
や
う
」
ε
い
ふ
不
思
議
な
熱
心
が
あ
る
の

な
見
て
、
二
》
に
も
又
、
私
に
日
本
民
族
魯
い
ふ
も

の
が
↓
般
の
ア
メ
リ
カ
人
な
ご
に
見
ら
れ
な
い
高
爾

な
心
理
の
持
主
で
あ
ろ
實
謹
た
興
へ
ら
れ
ま
し
表
。

　
私
の
話
に
、
一
昨
夜
當
地
で
見
え
六
線
分
月
蝕
や

來
月
＋
日
に
見
え
ろ
皆
既
食
か
生
揚
マ
・
し
、
そ
れ
か

ら
鳶
び
い
て
【
．
般
天
罰
學
上
の
矯
定
緬
…
た
話
し
、
晶
肋

後
に
、
い
つ
も
ゆ
通
り
、
ウ
．
イ
ル
ソ
．
ン
山
脚
丈
蔓
製

の
幻
燈
書
た
見
ぜ
糞
の
で
し
た
。
夜
＋
時
牛
頃
ま
で

か
、
り
ま
し
ア
の
で
、
．
稚
な
い
小
髭
索
ち
に
多
く
母

親
の
膝
の
上
で
眠
っ
て
し
ま
び
ま
し
敦
が
、
小
撃
稜

の
主
家
染
ち
に
、
感
心
に
も
、
妊
く
ぎ
い
て
ぐ
取
ま

し
六
〇
講
演
後
￥
い
ろ
ん
な
人
々
か
ぢ
、
．
薯
星
廿
何

だ
の
　
流
星
ば
何
だ
の
亡
い
ふ
質
問
が
盛
ん
に
出
さ

れ
た
の
に
、
、
何
所
も
同
じ
こ
言
。

私
に
來
且
百
か
ら
約
二
週
問
の
物
定
で
、
い
よ

ー
カ
タ
サ
ナ
島
へ
謬
り
ま
す
。
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
連

中
段
飾
々
皆
到
着
し
ま
し
乳
。
四
五
日
前
プ
ロ
、
．
ス
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
夕
、

墓
長
も
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
へ
着
き
ま
し
て
、

久
し
ぶ
り
の
話
七
輸
し
潤
し
た
。
皆
目
で
も
目
あ
琶

以
上
に
種
々
の
事
務
の
整
理
統
一
な
や
っ
て
行
ぐ
腕

前
感
え
ら
い
も
の
で
す
Q
珂
で
も
、
カ
タ
ル
ナ
島
へ

匡
ヤ
ー
．
キ
ー
ス
覧
た
初
め
ご
し
て
、
東
部
か
．
ら
來
て
、

そ
れ
ん
Y
陣
為
張
づ
で
る
乃
襯
測
隊
が
＋
個
も
あ
る

そ
う
で
・
マ
デ
ソ
ン
の
ス
テ
ピ
ン
ス
、
エ
プ
ン
ス
奮

ン
の
フ
方
ク
ス
、
ノ
」
ス
ァ
イ
ル
ド
の
ウ
イ
ル
ソ
．
！

ホ
可
ヨ
丁
ク
の
ヤ
ン
グ
女
臭
、
ハ
ー
バ
ー
．
ド
の
カ
ン

ノ
ン
女
運
等
な
ご
、
名
の
知
れ
象
人
々
も
多
く
あ
り
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髪
、
『
か
ら
、
こ
・
暫
　
ば
、
カ
タ
リ
ナ
島
か
来
國
天

・
文
家
力
ち
の
．
別
荘
地
見
糞
い
に
な
っ
て
み
ろ
わ
け
で

す
。　
今
度
の
目
食
に
、
氣
候
も
好
し
、
揚
所
も
好
し
な

の
で
、
新
馬
や
雑
誌
な
ご
で
盛
ん
に
宣
細
説
し
、
又

カ
タ
可
ナ
や
サ
ン
デ
ー
ゴ
あ
六
り
の
ホ
テ
ル
に
客
引

き
の
廣
告
に
今
が
一
生
懸
命
で
す
か
ら
、
日
食
の
當

日
に
右
の
野
地
な
始
め
定
し
て
、
可
な
り
深
い
部
分

食
の
見
え
る
此
の
南
加
州
｝
帯
ば
人
心
が
沸
き
か
へ

ち
程
の
さ
わ
ぎ
方
だ
ら
う
ピ
思
重
れ
ま
す
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
覧
憂
の
人
々
乱
脈
個
所
に
別
れ

て
糊
測
ず
る
さ
う
で
す
。
先
日
、
五
十
吸
の
干
渉
計

な
利
用
し
力
観
測
装
置
が
、
自
働
車
に
積
み
込
ま
れ

順
、
サ
ン
ヂ
ー
ゴ
ε
レ
ー
キ
サ
イ
ド
ぜ
に
向
ひ
ま
し

．
象
。
サ
ン
デ
ー
ゴ
で
に
づ
ロ
ナ
の
爲
眞
、
ソ
ー
キ
サ

イ
ド
で
ば
フ
ラ
シ
ェ
な
撮
る
の
だ
そ
う
で
す
。
其
の

日
食
の
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
由
の
上
で
ば
、
百
吋
や

六
＋
吋
や
大
小
の
塔
望
蓮
鏡
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ミ
ネ

ン
ス
の
槻
測
准
や
る
ぞ
」
き
、
ま
し
六
〇

　
り
〃
げ
μ
メ
キ
シ
．
コ
の
エ
ン
セ
．
ナ
ダ
地
方
葎
纏
帽
び
ま

し
た
。
揚
所
な
撰
び
、
設
備
に
も
注
意
や
工
夫
を
怠

ら
す
、
萬
会
φ
策
た
ピ
ろ
の
に
、
ご
う
し
て
も
り
〃

の
カ
ン
ベ
ル
墓
長
が
天
オ
で
す
。
私
も
一
度
リ
〃
の

観
測
地
な
見
に
行
き
六
い
♂
患
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
今

日
ま
で
は
未
だ
暇
が
あ
り
ま
ぜ
ん
。

　
皆
様
に
よ
ろ
し
く
Q

　
大
正
十
・
二
年
入
月
二
十
七
日

　
　
ウ
ィ
ツ
ソ
ン
陶
天
丈
塵
研
究
室
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
一
　
溝

　
　
　
　
O
岡
山
支
郵
八
月
躍
信

一
、
水
野
支
部
幹
事
の
上
京
Q
八
月
一
日
か
ち
六
日

泡
帝
國
函
嶺
會
主
催
の
講
習
會
に
出
席
、
亭
山
清
次

搏
士
の
天
，
丈
に
策
す
る
講
話
な
認
き
、
そ
の
間
三
度

東
・
京
天
蔦
蔓
為
訪
ひ
、
太
陽
観
測
所
の
位
置
に
つ
い

て
そ
の
意
見
な
華
山
姦
長
に
開
陳
し
カ
。

ご
、
天
喜
同
好
會
観
測
部
例
會
Q
入
月
十
二
日
本
部

で
開
催
婁
れ
力
例
幣
に
水
野
支
部
斡
事
1
1
出
席
し

て
、
終
夜
ペ
ツ
セ
ウ
ス
流
星
群
の
観
測
な
し
糞
〇

三
、
京
都
天
丈
蔓
中
村
要
氏
の
來
岡
〇
十
七
日
來
岡

二
十
五
日
迄
滞
在
、
そ
の
間
左
記
の
通
り
活
動
さ
れ

穴
0
　
1
、
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
迄
毎
夜
七
時
か
ら
二

　
　
時
間
天
盛
實
地
観
測
の
指
導
。

　
a
　
十
瓦
H
支
部
東
漸
に
て
左
の
講
演
。

　
　
現
代
の
反
射
望
蓮
鏡
Q

　
3
．
　
二
十
一
日
午
後
八
時
か
ら
岡
山
圖
書
館
で
開

　
　
か
れ
糞
、
岡
山
市
就
密
命
主
催
の
講
演
會
に
寓

　
　
席
。

　
　
　
星
の
話
　
　
　
　
　
　
　
水
野
支
「
部
幹
事

　
　
　
天
膿
槻
測
の
指
導
　
　
　
申
村
　
　
要
氏

　
4
。
　
二
十
三
日
午
後
八
時
、
美
作
支
郡
例
會
に
臨

　
　
み
。

　
　
　
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
天
丈
皇
　
中
村
　

要
氏

　
　
　
黄
道
の
十
二
宮
　
　
　
　
水
野
　
千
里
氏

四
、
家
庭
白
墨
Q
水
野
支
部
幹
事
ば
上
京
中
及
び
蹄

途
に
次
の
通
り
、
家
庭
宣
傅
秘
行
っ
た
。

　
「
口
「
、
東
京
、
那
須
倫
吉
氏
宅
Q
四
日
｝
紳
奈
川

縣
茅
ケ
崎
守
屋
別
荘
。
六
日
、
東
京
市
外
多
胡
虞
三

曲
宅
〇
七
日
，
東
京
末
廣
に
て
中
學
同
窓
會
席
上
Q

八
日
、
東
京
市
外
矢
野
目
中
藩
邸
Q
九
日
、
名
古
屋

後
藤
潤
五
隠
宅
。
ナ
日
、
滋
買
縣
魔
所
匠
々
申
旧
宅

十
　
n
、
ナ
、
阪
山
本
少
將
郵
〇
十
三
目
、
五
戸
市
岡

部
三
七
氏
宅
。

五
、
三
吋
望
遠
鏡
Q
水
野
氏
に
墓
遺
鏡
購
入
の
爲
め

目
下
奔
走
中
で
あ
る
。

山ハ

A
　
遡
俗
天
・
叉
夜
話
…
Q
水
…
野
士
X
部
幹
事
起
稿
由
T
の
涌
署
俗
…

天
丈
夜
話
第
一
集
1
！
蓮
か
ら
す
出
版
．
の
筈
で
あ
る
Q

　
　
　
　
O
岡
山
支
郵
九
月
麺
信

一
、
天
界
砺
究
會
　
入
日
午
後
七
時
か
む
宮
原
幹
事

宅
に
て
開
催
し
た
O

ご
、
比
湿
講
演
會
十
八
日
午
後
二
時
か
ら
上
道
郡

西
大
寺
小
學
佼
で
、
同
郡
理
科
研
究
會
の
圭
催
で
講

演
會
が
催
さ
れ
、
左
の
講
演
が
あ
っ
て
、
午
後
九
時

ま
で
實
地
観
望
し
糞
。

　
　
　
星
の
話
　
　
　
　
　
　
　
水
野
幹
事

　
天
文
同
好
曾
美
作
支
部
蝿
信
（
山
本
）

　
誉
田
古
A
部
第
山
山
回
例
會
　

八
】
月
μ
二
十
一
二
口
口
午
後
七
時

津
山
女
子
小
學
校
に
て
開
催
、
左
の
講
演
が
あ
り
ま

し
六
〇

　
　
　
黄
道
十
二
宮
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
岡
山
支
蔀
幹
事

　
　
　
ハ
ー
バ
ー
ド
二
丈
璽
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
要
脚

　
因
に
申
村
琉
匡
入
月
の
中
頃
岡
山
に
來
ら
れ
ま
し

表
の
た
幸
ひ
、
津
山
に
水
野
幹
事
ミ
共
に
お
招
き
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。
同
夜
講
演
後
小
禄
蓮
鏡
に
て
月

面
魏
測
な
致
し
ま
し
象
O

ハ
ニ
五
）


